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令和７年度研修計画（案） 

 

 

 

 

 

2-1 令和７年度就業前長期研修シラバス（案） 

  主な変更点 

 【伐木・造材】 

 ・チェーンソー伐木・造材技術の実習時間の増。（より実践的な技術の習得のため。） 

 【測量・測樹】 

 ・立木調査の実習時間の増。（森林資源の把握に必要な調査を詳細に行うため。） 

【林産利用】 

 ・原木市場の実習の減。（市場視察を効率的に実施。）  

 ・木材加工の座学の増、実習の減。（木材の特性の十分な理解につなげるため。） 

 ・木質バイオマス利用の実習の増。 

（木質バイオマス関連施設の十分な視察に必要な時間を確保するため。） 

【先端技術】 

・ハーベスタシミュレータートレーニング実習時間の減。 

（習得状況による改善減。） 

 【不整地運搬車】 

 ・実習時間の減。（他の実習と組み合わせることで効率的に実施。） 

 

2-2 令和７年度短期研修計画（案） 

  主な変更点 

 ・「伐倒技術のチェックと改善」を「技能検定制度の概要」に変更。 

（技能検定の職種に「林業」が新設されたことに伴い、技能検定制度の周知を図るた

め。なお、既存の研修は内容を精査し集約する。） 
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資料２－２

林業アカデミーふくしま     短期研修 R6実績 R7計画

市町
村

林業
事業

県職
員

1
森林・林業の
基礎

地域の森林・林業の中心的役割を担う市町村林務担当
職員等を対象に、森林・林業に関する基礎的な知識を
習得させ、担当業務を円滑に遂行できる職員を育成す
る。

森林・林業の基礎知識、優良林業事業
体・木材市場等現地研修、森林・林業施
策における市町村の役割 等

市町村林務担
当職員 等
（初任者レベ
ル）

○ △ △
 令和６年４月
２４日～２５日

２日
２０
名

林業研
究セン
ター
ほか

２日
２０
名

林業研究
センター

ほか

2
森林整備事業
の実務

森林・林業行政の推進を図るため、森林整備の実務に
必要な知識を習得させ、市町村の森林・林業施策を適
切に計画・実行できる職員を育成する。

森林整備事業の概要、ふくしま森林再生
事業・広葉樹林再生事業、森林整備発注
業務の実務、航空レーザー計測の林業へ
の活用

市町村林務担
当職員 等
（実務担当
者）

○ △
 令和６年５月
１０日

１日 ９名
林業研
究セン
ター

１日
２０
名

林業研究
センター

3 森林計画制度
森林・林業行政の推進を図るため、森林計画制度の実
務に必要な知識を習得させ、市町村の森林・林業施策
を適切に計画・実行できる職員を育成する。

森林計画制度、市町村森林整備計画の実
行管理（森林経営計画、林地台帳、伐採
届、森林土地所有者届）、森林境界明確
化 等

市町村林務担
当職員 等
（実務担当
者）

○ △ △
 令和６年５月
２３日～２４日

２日
２２
名

林業研
究セン
ター

２日
２０
名

林業研究
センター

4
森林土木事業
の実務

森林土木事業の監督業務、積算業務等に必要な知識を
習得させ、森林土木事業の実務ができる職員を育成す
る。

森林土木事業の概要（治山・路網）
林道施設災害復旧、監督業務におけるポ
イント、設計積算演習

・市町村林務
担当職員
（実務担当
者）

○

△
※1
日目
のみ
可

△
 令和６年５月
２９日～３０日

２日
１３
名

林業研
究セン
ター

２日
２０
名

林業研究
センター

5
測量・森林調
査の基礎

測量（コンパス測量、レベル測量、ポール測量）の現
場実習等を通じて測量機器の取り扱い、測量手法、図
面の作図などの実務及び樹木測定等の調査ができる職
員を育成する。

測量・作図実習、森林調査実習

・市町村林務
担当職員 等
（実務担当
者）

○ △ △
 令和６年６月
６日～７日

２日
１９
名

林業研
究セン
ター

２日
１２
名

林業研究
センター

6

森林経営管理
制度の実務
（市町村対象）

森林経営管理制度に関する事務を円滑に進めるため、
意向調査の実施、経営管理権集積計画の作成、経営管
理実施権配分計画の作成等を遂行する上で必要な知識
を習得させ、適切かつ円滑に運用できる者を育成す
る。

森林経営計画制度・森林環境譲与税の概
要、森林経営管理制度に係る市町村の事
務、意向調査の実施計画作成、経営管理
権集積計画作成、所有者探索業務

市町村林務担
当職員
（実務担当
者）

○ △ △  令和６年９月
１９日～２０日

２日 １３
名

林業研
究セン
ター

２日 ２０
名

林業研究
センター

7
路網整備と作
業システム

路網整備と作業システムに関する知識及び技術の習得
により、地域における効率的な施業方法等を計画・実
行できる技術者を育成する。

効率的な森林施業システムの考え方、路
網を活かした森林作業システムの検討実
習、ICT等先端技術の活用、路網を活用し
た森林作業システムの現地検討

市町村林務担
当職員（実務
担当者）及び
林業従事者
等

○ ○ △
 令和６年７月
２４日～２６日

３日 ５名

林業研
究セン
ター ３日

２０
名

林業研究
センター

8

森林経営管理
制度の実務
（林業事業体対
象）

森林経営管理制度に関する事務を円滑に進めるため、
意向調査の実施、経営管理権集積計画の作成、経営管
理実施権配分計画の作成等を遂行する上で必要な知識
を習得させ、適切かつ円滑に運用できる者を育成す
る。

森林経営計画制度・森林環境譲与税の概
要、森林所有者への意向調査、経営管理
実施権の配分

林業従事者
等

△ ○ △
 令和６年８月
８日

１日 ８名
林業研
究セン
ター

１日
２０
名

林業研究
センター

実施時期
研修
日数

研修講座 主な内容 主な対象者
○の対象者優先

研修の必要性
出席
人数

開催場所 実施時期
研修
日数

定員 開催場所

日程調整中
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資料２－２

林業アカデミーふくしま     短期研修 R6実績 R7計画

市町
村

林業
事業

県職
員

実施時期
研修
日数

研修講座 主な内容 主な対象者
○の対象者優先

研修の必要性
出席
人数

開催場所 実施時期
研修
日数

定員 開催場所

9

提案型集約化
施業実践
※森林施業プラン
ナーフォローアッ
プ研修

本県の森林が本格的な利用期を迎えている中で、プラ
ンナーには皆伐再造林の施業提案能力が求められるこ
とから、新たなプランニング能力を有する者を育成す
る。

皆伐再造林の実例、皆伐再造林施業の進
め方、路網設計、収支計算、森林施業プ
ラン作成 等 森林施業プラ

ンナー 等
△ ○ △

 令和６年７月
９日～１０日

２日
１０
名

林業研
究セン
ター
ほか

２日
１２
名

林業研究
センター

ほか

10

 伐倒技術の
 チェックと改
 善
技能検定制度
の概要

 伐倒作業時の労働災害防止に向け、チェーンソーによ
 る安全かつ正確な伐倒技術を有する技術者を育成す
 る。
林業の技能検定制度が創設されるため、制度の概要や
技能検定試験内容を林業事業体等へ広く周知するとと
もに、受験に向けた実技トレーニングを実施する。

 伐倒練習機による安全かつ正確な伐倒技
 術を身につけるための反復実習
技能検定制度の概要、試験内容（座学）
実技デモンストレーション（見学）
実技トレーニング（実技）

林業従事者及
び関係団体等
 ※伐木等の業
 務に係る特別
 教育修了者

△ ○ △

令和６年９月２
４日～２７日
令和６年１０月
８日～１０日

7日 ３名
林業研
究セン
ター

２日

３０
名

※５
名

林業研究
センター

11
最先端の林業
技術

森林施業の効率化・省力化を可能にするため、ICT等
の最新の林業技術を習得させる。

大型ドローンによる苗木運搬、３Ｄレー
ザースキャナを活用した森林調査、路網
設計支援ソフトを使用した線形計画

市町村林務担
当職員及び林
業従事者 等

○ ○ △
 令和６年８月
２２日～２３日

２日
１２
名

林業研
究セン
ター

２日
１５
名

林業研究
センター

12

森林・林業で
のドローン活
用

ドローン等技術の活用により、森林整備事業の実施に
係る申請・検査の省力化、森林情報の管理体制の強化
及び効率化を図るため、ドローンの操縦技術や撮影、
画像解析等の技術を習得する。

森林・林業でのドローン活用事例、航空
法等の関係法令、ドローンの操縦方法、
ドローンの基礎操縦・飛行撮影、オルソ
画像作成

市町村林務担
当職員及び
林業従事者
等

○ ○ △
 令和６年８月
２７日～３０日

４日 ７名
林業研
究セン
ター

４日
１２
名

林業研究
センター

※「○の対象者優先」覧について：参加者多数の場合、○が記された対象者が優先的に参加となります。○または△の記載が無い講座には参加できませんのでご注意ください。

日程調整中
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